
 

 

 

 

 

 

 

 

 ３学期始業式前日から降り出した雪。始業式当日には、子供たちが雪の中

登校し、校内放送による始業式、続いて書初大会を実施しました。子供たち

は気持ちを落ち着けて、一筆に集中していましたが、さらに降り続く雪に管

理職は子供たちの下校が不安で心が落ち着きませんでした。給食後、集団下

校で子供たちを送り出し、家にちゃんと着くまで心配でなりませんでした。その

後の３連休にも雪は降り続き、12日は大雪のための臨時休業となりました。さすがに車道にも歩道に

も見たことがないほどの積雪があり、子供たちの安全が確保される状況ではありませんでした。また、

子供たちを受け入れる教職員も学校までたどり着けるかどうか不安な状況でした。その次の日から学

校が再開されましたが、歩道の除雪、集団登校待機場所の除雪等、子供たちの安心安全のために通学

路を確保してくださった保護者の皆様、地域の皆様には深く感謝申し上げます。前日に除雪してあっ

た地下道入口に、次の日には車道の雪が積み上がっているというなんともやるせない状況もありまし

たが、それぞれがそれぞれのために除雪作業に携わっておられたためと思っておりました。こういう

時だからこそ、西加積の皆様の団結力、お互いを思いやる温かい心がひしひしと伝わってきました。

本当にありがとうございました。 

 

さて、今年は丑年です。始業式にも「牛は誠実で粘り強い」という話を

しました。牛歩という言葉があります。よく聞くのは、「牛歩戦術」とい

う国会での一幕。国会議員がのろのろ歩いて投票の時間を延ばしているの

ですが、その「戦術」は失敗に終わることが多いそうです。このこともあ

り、牛歩というのはあまりいい意味で使われないのかという印象もありま

すが、決してそうではありません。 

農耕に携わる者にとって、牛は力強い相棒。畑を耕す、ものを運搬する

時など、力を発揮してくれます。ぬかるんだ土でも、４本の足でしっかり

踏みしめ、一歩一歩前へ進んでいきます。「牛歩千里（牛の歩みも千里）」歩みが遅い牛でさえ、た

ゆまず歩き続けていけば、やがては千里先の遠くまで行くことができるということから、 何事も怠ら

ずに毎日コツコツと努力を続けていけば、いつかは大きな成果を上げることができるということわざ

です。このことわざの意味から、現在の新型コロナウイルス感染予防の取組を続けている状況が結び

付きました。目に見えないウイルスとの戦いは、学校でも家庭でも、社会全体で続けられています。

一人一人の努力が感染を防ぎ、社会全体で感染者が減っていく。これからも努力の日々が続きますが、

しっかり頑張ろうという気持ちを新たにしました。 

この大雪で、富山市内に住む友人が富山市内の勤務先から帰宅するのに８時間かかったそうです。

でも、次の日に少々の渋滞に出合っても「なんだ、もう動いたのか」と気持ちが切り替わったという

話を聞きました。牛歩を受け入れる覚悟ができたということですね。 

 本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

学 校 便 り   滑川市立西部小学校 R3．1．29 
学校教育目標  「三つの花」を咲かせる西部っ子 

にこにこ花  楽しくあいさつができる子 
ほかほか花  「あったか言葉」をつかう子 

          きらりん花  きらきらと自分らしく輝く子 

（校長 上田 良美） 

牛歩千里 



 

 

１年生 図画工作 
身の回りのものに絵の具をつけ、ス

タンプのようにして画用紙に押し、作
品をつくっています。  

２年生 保育園との交流 
４月に入学する園児さんたちを招

いて、学校内を案内しました。原稿を
よく考え、役割を果たしました。 

３年生 外国語活動 
いろいろな単語を使ってみんなに

出題するクイズを考えていました。楽
しい問題ができたでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
４年生 体育 
ボールや様々な器具を使い、みんな

が競い合って楽しく運動できるトレ
ーニング方法を話し合いました。  

 
 
５年生 夢の授業  
リモートによる授業で、バレーボー

ル元日本代表の斎藤先生の生き方を
学び、自分の夢を考えました。 

 
 
６年生 薬物乱用防止教室 
学校薬剤師の吉田先生から、分かりや

すい実験を通して、くすりの正しい使い
方について学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１年間のまとめの学期がスタートしました。進級、進学に向けて各学年ラストスパートで頑張っています。 

令和３年もモ～れつに頑張る西部っ子 


